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㸯．はじめに 

 ๰❧ 140 年を㏄࠼ようとする東ி薬⛉大学はከ数の༞ᴗ生を

㍮ฟしており、そのなかには⛉学史に名を้ࡴものも少なくな

い。ⴭ名な人物はᡂ᭩や展♧により活字化されているが、一᪉

で情報を得ることが㞴しい人物もぢཷけられる。 

2019 年 6 月の東ி薬⛉大学薬用植物園公開講座において、第

50 ᅇという⠇┠であることから本薬用植物園のṔ史に㛵する

講₇を⾜うこととし、東ி薬⛉大学薬用植物園のṔ史とその周

辺情報を調࡭た。ᙜึ、岸田松若については᩿∦的な情報しか

なく、生い❧ちな࡝を知るのはᅔ㞴であったが、調査の過⛬で

⏬ᐙ岸田劉生との⧅がりにẼ࡙き、ከくの᭷┈な情報を得るこ

とができた。しかし、情報は᩿∦的であり集約されていないた

め、後にྠᵝの⯆࿡を♧す᪉࡬の㐨しる࡭になればとᛮい、得

た情報についてここに⧳めることにする。なお、調査୙㊊によ

り୙ṇ☜な記㍕や₃れがあるྍ⬟ᛶがあるが、そのሙྜはⴭ⪅

にお知らせ㢪いたい。 

 

㸰．岸田松若の␎Ṕ 

᫂἞ 21 年（1888 年）生まれ。大ṇ 2 年（1913 年）᫓、東ி薬学ᰯ（東ி薬⛉大学の前㌟）༞ᴗ

（ᪧ 48 ᅇ༞）。東ி薬学ᑓ㛛学ᰯ（東ி薬⛉大学の前㌟）のᩍဨをົめるഐら、日本ྛᆅで植物調

査を⾜った。また、学ෆで東ྎ植物◊✲఍をタ❧し఍長をົめた。植物学⪅୰஭⊛之㐍博士に植物

を提供し、᪂✀の࿨名の㝿に献名されている。大和本ⲡの考ド本や、ෆົ┬に౫㢗されて඲ᅜの薬

用資※について調査した『薬用植物調査ᴫ要』でも知られる。᫛和 19 年（1944 年）2 月 19 日没。 

 

㸱．岸田ᐙ 

 岸田松若の∗、岸田ྫྷ㤶（1833-1905）は、東ி日日᪂聞୺筆をົめた一᪉で、⢭㘅Ỉ本⯒ᴦၿᇽ

経Ⴀというᐇᴗᐙの୧᪉の㢦をもち、Ύᅜとの஺ὶを✚ᴟ的に⾜った。また、᪂聞にᗈ࿌をึめて

ฟしたことでも知られる。ᙜ時にしてはᬌ፧であったにも㛵わらず、ጔの຾Ꮚとの㛫に୐⏨୐ዪを

もうけた。 

岸田ྫྷ㤶の୐⏨୐ዪのᏊ供の୰で、ᢤ⩌の知名ᗘを㄂るのは⏬ᐙの劉生（1891-1929）である。ፉ

の㯇Ꮚを㢟ᮦにしたከ数の㯇Ꮚീが≉によく知られている。岸田松若に㛵する情報収集とྠ時期に、

没後 90 年記念岸田劉生展が開ദされ、その資料を得ることができたことはⴭ⪅にとってᖾ㐠であっ
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た。今では⪥にすることのከい㡪きの劉生という名前だが、ᙜ時は㠀ᖖに⌋しい名前であり、号と

ᛮわれることもしばしばあった。㯇Ꮚは『∗ 岸田劉生』の୰で「「劉は༲年にᅉࡳ、༲は㔠Ẽの上

にᆘし、ยをഐ࠼にして㑧Ẽを᩿ち、一般大生をᏲる」という意࿡があるそうで、 ♽∗は༲年に生

れて᮶るᡃがᏊにこの字を㑅ࢇで、下に「生」をつけて名としてฟかけていったのだ。」と記してい

る。ྫྷ㤶の࿨名は、ྛศ㔝࡬の㐀ユの῝さをᛮわせる࢚ࢯࣆーࢻである。あいにく、松若の⏤᮶に

㛵する記㍕をぢつけることはできなかった。 

他のきࡻうだいの୰では஬⏨の㎮ᙗ（1892-1944）が᭷名である。࢜࣌ラḷᡭとして活㌍した後、

ᐆሯḷ๻ᅋの₇ฟᐙとなり、大⾗₇ⱁࣞࣗࣅーの大స「ࣔン・ࣜࣃ」をసり上げた。ᐆሯに㏻⛠ࣟ

ケッࢺと࿧ばれるラインࢲンスをもたらしたともゝわれている。また、୕ ዪの㥖（1882-1908）は「₎

学に㏻じ、和ḷもሓ⬟であった」とあり、大ᡂはしなかったもののᡯ⬟にᜨまれていたようすがぢ

てྲྀれる。これらは、ྫྷ㤶のᩍ⫱᪉㔪とᐙᗞ⎔ቃのたまものだと考࠼られ、劉生に「松若඗さࢇは

⑭せた⚄経㉁な人であった。体もᙅく、小さい時から植物がዲきだった。」と⾲⌧された松若が植物

で㢌ゅを⌧すことになるのはᐜ᫆に᝿ീがつく。 

松若のᐙᗞや人となりについての記㍕は㝈ᐃされている。「ྫྷ㤶ࡺずりの㊴ね上った┱ẟの下の 

大きな┠を㍤やかして、たのしそうにヰし、ኌを上げて➗っていたጼが┠にのこっている。いつか

∗㐩に㐃れられて、㖟座の本ᐙにᐤった時のことだった。ࡩだࢇは࡝ちらかとい࠼ば↓ឡ᝿な人で、

⚾は࡯と࡝ࢇゝⴥらしいゝⴥをかけられたぬ࠼もない。」と㯇Ꮚがᅇ᝿して⥛ったものは貴重な記録

である。一᪉で、「一時⬚をᝈって、㭀἟の∗のそばで⒪㣴生活を㏦ったこともあったが、⑓ᙅのた

め一生እฟもあまりしなかったᵝᏊで、⚾はめったに఍ったことはなかった。」という記㍕は一㒊ṇ

☜ではないと考࠼られる。᥇集⪅が岸田松若名義でస〇されたさくⴥᶆ本のラ࣋ル情報を集約して

たところ、㛵東㏆㑹を୰ᚰに日本ྛᆅで㢖⦾に᥇集されているのがぢてྲྀれることから、「⑓ᙅのࡳ

ため一生እฟもあまりしなかった」というのは考࠼にくい。 

 

㸲．岸田松若と岸田劉生 

松若と劉生はṓの㏆い඗ᘵということもあり、一⥴に過ごす時㛫も長かったようである。㯇Ꮚの

ⴭ᭩には、「ရᕝの㟷物ᶓ୎（今でも೵␃ሙがある）の、ရᕝの᪉から⾜って一つᡭ前を西にධり、

田ࡰࢇ㐨をṌいて⾜くと、ጁ⳹園という高⣭ものをあつかうⰼᒇがあった。 ᐊがあり、࣊ࣜ࢜ࢺ

ࣟーࣂ、ࣉイ࢜ࣞッࢺ、フࣜー࢔ࢪ、ばら、な࡝のⰼがいつもぢ஦にဏいていた。松若඗さࢇはそ

こ࡬よく∗を㐃れていったものだった。」と記されている。ጁ⳹園とは、࣏࣐ࢺックᕝに植᱂された

ᱜのⱑᮌを㑅ᐃしたことでも知られるἙ℩᫓太㑻が、ጁගᑎ（東ி㒔ရᕝ༊）に㞄᥋した一୓ᆤも

のᅵᆅにᵓ࠼た植物園のことであり、ရᕝ用Ỉの豊ᐩなỈを生かしたスイࣞンな࡝のỈ生植物の展

♧や、᭱ඛ➃の園ⱁᢏ⾡や ᐊを㥑౑してᙜ時⌋しかったࣂラやランな࡝の西洋植物の᱂ᇵ・展♧

が⾜われていた。ᙜ時はྥᓥⓒⰼ園をしのࡄ名ᡤであったが、周辺のᕤᴗ化にకい大ṇ 10 年に㛢園

し、ᩜᆅを㕲㐨┬に኎༷したとされており、㊧ᆅは⌧在の J R 東日本東ி⥲ྜ㌴୧ࢭンࢱーである

と考࠼られる。 

 ⴭ⪅が松若と劉生の㛵ಀにẼ࡙いたのは、『劉生若年彩描』の↷Ꮚ㧥Თき図、大᰿Ἑ岸、ならびに

௙❧てᒇのၿさࢇというసရに松若が解説をつけていることを知ったことによる。その後、劉生に
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ついて調࡭る過⛬で、前㏙の㯇Ꮚのⴭస୰にある「松若඗さࢇは薬学ᑓ㛛学ᰯ（⌧東ி薬⛉大学）

をฟて、学ᰯの薬ⲡ園を⟶理しながら学ᰯでᩍ㠴をとっていた。」という記㍕をぢつけ、☜ಙに⮳っ

た。 

劉生が㌿ᆅ⒪ἲで⛣ఫした㭀἟（⌧⚄ዉᕝ┴⸨ἑᕷ）でつけていた日記（㭀἟日記）には少ない

ながらも඗ᘵの㛵ಀがᇉ㛫ぢ࠼る。1920 年 5 月 16 日の日記には「ྠ౽にගᏊさࢇから౽りあり、 松

若඗が⑓Ẽがよくない⏤、⭈⮚⅖をⓎし、ᗋに就いたき୧౽とも౽ჾにྲྀつてᒃるとか、஦による

とな࡯るか࡝うかわからࡠᵝᏊの⏤、⵱に聞く。ㄞࡴにた࡬ず。（୰␎）すࡄ松若඗を訪ねようとし

たが、時㛫が㐜いのでṆめる。ฟ᮶る୔の஦をしてあげたい͐」とある。この年の 4 月にྫྷ㤶のḟ

⏨のⰕ生が⑓Ṛしており、඗ᘵをኻうことのᜍᛧがᇉ㛫ぢ࠼る。ᙜ時、松若は大ஂಖⓒ人⏫にᒃを

ᵓ࠼ていたが、劉生は⩣日༗後に松若のもとをぢ⯙っている。 

ᶆ本のデーࢱを解ᯒすると、松若は少なくとも 3 ᅇは㭀἟を訪れたことになっている。1 ᅇ┠は

1918 年 5 月で、この前年に劉生が㌿ᆅ⒪ἲのため㭀἟にᘬっ㉺したところである࠼ࡺ、ᵝᏊをぢに

⾜ったのではないかと᥎ᐹする。2 ᅇ┠は 1920 年 5 月であるが、前㏙のとおり松若は大⑓をᝈって

いたため調査を⾜࠼たか࡝うか␲ၥである。また、17 日の劉生の日記には「なつかしくヰしする」

とあり、5 月 16 日の⑓Ẽ௨前に㭀἟を訪れたとも考࠼にくい。ຍ࠼て、ᶆ本の᭱⤊日が୙᫂となっ

ていることから、これは劉生が松若をぢ⯙った㝿にᡭᅵ⏘としてᣢ参したものをᶆ本にしたྍ⬟ᛶ

が高い。なお、ᶆ本にされたのは࣐ࢦで、インࢻ・୰東ཎ⏘で⮬生はないため植᱂されたものであ

る。松若のᶆ本のከくは㔝生の植物のもので植᱂された植物のものは࡯と࡝ࢇないことも、劉生か

ら㉗られたとの考࠼をᨭᣢしている。 

 

㸳．岸田松若の大学での活ື 

 岸田松若は、1913 年東ி薬学ᰯ（東ி薬⛉大学の前㌟）༞ᴗし、東ி薬学ᑓ㛛学ᰯ（東ி薬⛉大

学の前㌟）のᩍဨをົめ薬ⲡ園の⟶理を⾜うഐら、日本ྛᆅで植物調査を⾜った。学ෆでは東ྎ植

物◊✲఍の఍長をົめ、学生の植物の知㆑⩦得のᡭ助けをした。ྠ❆఍誌の東薬఍報第 5 号（᫛和

2 年）に఍についての記஦がある。 

 

東⮹植物◊✲᭳々報 

᭳ဨ約ᘘ名を᧦し、植物Ꮵ⏺のḒጾ岸田松若ඛ生を㍕くᡃ᭳は本年஬月に產聲をᥭげたばかりであ

るが、ඖỀ₦‷たる᭳ဨㅖᏊは旣に୐ᅇの᥇集をなし㦫く࡭きᐿ⦼をᨀげてᒃる、（後␎） 

 

東ி薬⛉大学には植物◊✲㒊という大学公ㄆの㒊活ືがある。植物◊✲㒊は日本ྛᆅで⢭力的に

植物調査を⾜い、数ከくのさくⴥᶆ本をṧした。⊃山ୣ㝠周辺の植物調査の⤖ᯝをまとめて 1967

年にⴭした『⊃山ୣ㝠の植物』は学生୺導の調査としては⚽㐓である。᫛和 20 年௦にⓎ⾜された㒊

報には、植物◊✲㒊第 24 ᅇの学年が᫛和 17 年（1942 年）9 月༞ᴗとあり、㏫⟬するとึ期の活ື

時期が東ྎ植物◊✲఍と㐃⥆している。植物◊✲㒊の前㌟は岸田松若が఍長をົめた東ྎ植物◊✲

఍であったと考࠼るのが⮬↛であろう。 
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東ྎ植物◊✲఍がⓎ⾜していた఍誌の第 4 号（᫛和 4 年

8 月）には、岸田松若の௨下のᐤ稿がある。 

 㐲ᚿとࢠࣁ࣓ࣄ 

 ࣟࢥࢻࣜࢩࣁはⳕ⳷に㠀ず 

 ࢧࢴ࢔イ。ᅵᖖ山୪びにᖖ山の説 

 ࢤンノࢥ࢘ࣙࢩの学名 

 ࢼࢩノス࣑ࣞ 

 ࣋ニࢱイ࢟ࢤの一⏘ᆅ 

ྠ誌ෆには植物᥇集記録の㡯があり、第 19 ᅇから第 22

ᅇについて記されている。 

第 19 ᅇ ᇸ⋢┴ᆅ᪉（᫛和 4 年 4 月 3 日） 

第 20 ᅇ 東ிᗓ下高ᑿ山（᫛和 4 年 4 月 14 日） 

第 21 ᅇ 東ிᗓ▼⚄஭（᫛和 4 年 4 月 29 日） 

第 22 ᅇ ༓ⴥ┴ⱱཎ（᫛和 4 年 5 月 12 日） 

それࡒれのᅇごとに参ຍ⪅、⾜⛬、᥇集植物の記㍕があり、

ከくの学生をᘬき㐃れて᥇集を⾜っていたことが記録され

ている。 

 

㸴．岸田松若のᴗ⦼ 

岸田松若は日本ྛᆅで植物᥇集を⾜い、1 ୓点௨上のさくⴥᶆ本をṧした。その一㒊は東ி大学

ᩍᤵ、ᅜ❧⛉学博物館長をົめた୰஭⊛之㐍博士に提供され、᪂✀の記㍕のドᣐとなった。3 ศ㢮

⩌の学名の࿨名の㝿には୰஭博士により献名をされている。 

 ࢟（ࢧࢢࢩ࣒࣐࣒࢘ࣟ）ࢧࢢࢩ࣒࣐ࢲࢩ（『植物学雑誌』31 巻，372

号，284 頁，1917 年） 

Arisaema kishidae M akino ex  N akai 

 ࢟ࣂ࢚ࢼス࣑ࣞ（『植物学雑誌』36 巻，426 号，69 頁，1922 年） 

Viola kishidae N akai（論文୰は Viola Kishidai N akai） 

（⌧在は Viola brevistipulata (F ranc h. et S av .) W .Bec ker v ar. kishidae 

(N akai) F .M aek. et T .H ashim. を඘てることがከい） 

 ࣁクࢩࣈࣂ（『植物学雑誌』63 巻，741 号，56 頁，1950 年） 

Aconitum kishidae N akai  

（⌧在は Aconitum zigzag H .Lé v . et V aniot sub sp. kishidae (N akai) 

K adota を඘てることがከい） 

ከくの植物を᥇集した岸田松若であるが、ᶆ本デーࢱを解ᯒする

と、ྠ日に㞳れた 2 かᡤ௨上で᥇集されたᶆ本の記録がከ数ࡳられ

る。ูの人物から植物の提供をཷけてᶆ本をస〇していたྍ⬟ᛶが

あることを記しておく。 

東ྎ植物◊✲఍誌第 4 号⾲⣬ 

 ス࣑ࣞ࢟ࣂ࢚ࢼ
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୰஭博士࡬の植物提供௨እにも、大ṇ 7 年には、ෆົ┬⾨生ᒁ（⌧在のཌ生ປാ┬）の౫㢗によ

り、日本ྛᆅのẸ㛫で౑用する薬用植物の情報について記した薬用植物調査ᴫ要を⦅⧩した。また、

㈅ཎ┈㌺のⴭした大和本ⲡのうち、第 2 ෉の考ドにᦠわった。ຍ࠼て、᥇集記録、植物ᙧ態による

ẚ㍑、植物ᮦ料の提供な࡝で、ḟに♧す論文を執筆している。ただし、ྍ⬟な㝈り᳨⣴したが、す

 。ておく࠼てを⥙⨶しているとはゝい㞴いことを௜けຍ࡭

 

岸田松若が『植物◊✲雑誌』にᢞ稿した論文一覧 

 岸田松若：Ⱁᵹㄯ∦（其一） 

1 巻 9 号 225– 228 頁 1917 年 

 岸田松若：Ⱁᵹㄯ∦（其一）（承前） 

1 巻 10 号 253– 255 頁 1918 年 

 岸田松若，松㔝࣐ࢧᏊ：ࣕࣅ࢘ࢺクࣈ S temona ov ata N akai 及び二୕ࣕࣅクࣈᒓに就て（其一） 

9 巻 5 号 315– 324 頁 1933 年 

 岸田松若，松㔝࣐ࢧᏊ：ࣕࣅ࢘ࢺクࣈ S temona ov ata N akai 及び二୕ࣕࣅクࣈᒓに就て（其二）

ࣈクࣕࣅ） S temona japonic a M iq uel 及びࣕࣅࢳࢱクࣈ S temona S essilifolia M iq uel） 

9 巻 6 号 381– 389 頁 1933 年 

 岸田松若，松㔝࣐ࢧᏊ：ࣕࣅ࢘ࢺクࣈ S temona ov ata N akai. 及び二୕ࣕࣅクࣈᒓに就て（其୕）

S ࣈクࣕࣅ࣐ࢱ） temona tub erosa) 

9 巻 8 号 529– 535 頁 1933 年 

 岸田松若：ࣁࢥクࢧン࣎クを⇕ᾏに᥇る 

10 巻 1 号 50– 51 頁 1934 年 

 岸田松若：┿㭯ᓁのࢠࢼラン 

10 巻 2 号 118– 119 頁 1934 年 

 岸田松若，松㔝࣐ࢧᏊ：ࣕࣅ࢘ࢺクࣈ及び二୕ࣕࣅクࣈᒓに就て（其ᅄ） 

10 巻 5 号 296– 299 頁 1934 年 

 

岸田松若が『㔝ⲡ』にᐤ稿した論文一覧 

（㔝ⲡ：ᷓ山ᗜ୕らによってタ❧された㔝እ植物◊✲఍の఍報） 

 ࢺࣄツࢪࣂフࣔンࢲࢩࢪ 

2 巻 11 号 1936 年 

 ⲡᮌぬ࠼がき（その一） 

3 巻 5 号 1937 年 

 ⲡᮌぬ࠼がき（その二） 

3 巻 8 号 1937 年 

 ⲡᮌぬ࠼がき（其୕） 

3 巻 10 号 1937 年 
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その他の論文 

 柴田桂太，岸田松若：植物ニ於ケル「フラヴォン」誘導体ノ一般的存在及其生理的意義（第二

報）高山植物ノ生態ニ就テ 

植物学雑誌 29 巻 347 号 301-308 頁 1915 年，29 巻 348 号 316-332 頁，1915 年 

 

７．おわりに 

薬用植物園公開講座の資料のため、岸田松若について調査することになったが、本稿執筆時点で

没後 75 年が経過しており、伝聞による情報の継承はもはや期待できず、数少ない活字化された資料

に情報を求めるしかなかった。せめてあと 30 年早ければ、生前のことを知る人から情報を得ること

ができたであろうと悔やまれる。本学の数々の偉人について、情報を集約し記録する必要があると

感じる。貴重な資料・情報をご提供くださった、本学薬用植物園、指田豊名誉園長、ならびに、資

料・情報の収集にご協力下さった本学史料館、小曽戸洋博士、葛西哲也氏に感謝申し上げます。 
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 上田慶之助 解説，『劉生若年彩描』，1980 年． 

 『大崎今昔物語 大崎・このまちの ルーツを訪ねて その 3』（2019 年 12 月 25 日閲覧）

[http://www.ohsaki-area.or.jp/townguide/konjyaku/img/konjyaku03.pdf] 

 米倉浩司・梶田忠 (2003-) 「BG Plants 和名－学名インデックス」（YList），[http://ylist.info]

（2020 年 1 月 14 日閲覧） 
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